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本
書
は
、
編
著
者
を
含
め
て
十
二
名
の
著
者
か
ら
な
る
論
集
と
も
言

う
べ
き
著
作
で
、
「
近
代
日
本
の
身
体
感
覚
」
と
い
う
魅
力
的
な
タ
イ

〔
思
文
閣
出
版
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
二
○
○
五
年

八
月
四
日
、
二
二
二
頁
、
Ａ
五
版
、
本
体
二
○
○
○
円
〕

以
上
、
著
者
熟
年
の
四
十
年
間
の
活
動
を
総
体
的
に
見
る
と
き
、
そ

の
学
術
的
探
求
心
の
老
い
て
ま
す
ま
す
盛
ん
な
こ
と
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ

る
。
毎
年
の
よ
う
に
国
内
外
の
各
種
学
会
に
出
席
さ
れ
て
、
ほ
と
ん
ど

の
学
会
に
時
に
は
英
語
で
研
究
発
表
を
さ
れ
て
い
る
。
又
特
別
講
演
等

を
引
き
受
け
ら
れ
て
、
そ
の
研
究
心
の
旺
盛
な
こ
と
、
学
術
的
に
高
い

レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
た
だ
た
だ
敬
服
す
る
。

全
編
を
読
み
通
し
て
見
た
と
き
、
前
著
と
同
じ
よ
う
に
、
著
者
が

自
身
の
歩
み
を
語
る
な
か
で
、
そ
の
当
時
の
社
会
情
況
を
折
り
込
み

な
が
ら
、
臨
場
感
溢
れ
る
書
き
方
を
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
同
時
代

に
生
を
受
け
た
も
の
に
と
っ
て
、
実
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
著
者
の

体
験
が
自
ら
の
経
験
の
よ
う
に
身
に
つ
ま
さ
れ
迫
る
も
の
が
あ
っ
て
、

読
後
感
の
誠
に
す
が
す
が
し
い
、
印
象
深
い
一
言
で
あ
る
。
鍼
灸
研

究
者
は
も
ち
ろ
ん
、
医
史
学
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
人
に
も

広
く
推
奨
で
き
る
好
著
と
い
え
る
。

（
杉
浦
守
邦
）

栗
山
茂
久
・
北
澤

「
近
代
日
本
の
身
体
感
覚
」 利

編
著

ト
ル
を
超
え
る
広
域
な
テ
ー
マ
と
問
題
意
識
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
全

体
は
「
第
一
部
苦
痛
の
伝
統
と
近
代
医
療
」
「
第
二
部
身
体
の
美

を
競
う
論
理
」
「
第
三
部
視
覚
が
芽
生
え
た
近
代
」
「
第
四
部
近
代

社
会
の
身
体
化
と
抵
抗
」
「
第
五
部
こ
こ
ろ
の
重
さ
の
伝
統
」
の
五

部
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
表
題
自
体
が
「
身
体
」
を

標
的
と
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
身
体
が
多
義
的
で
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

第
一
部
は
、
第
一
章
・
鈴
木
晃
仁
「
戦
前
期
東
京
に
お
け
る
病
気
と

身
体
体
験
ｌ
「
滝
野
川
区
健
康
調
査
」
（
昭
和
十
三
年
）
を
手
が
か
り

に
」
、
第
二
章
・
白
杉
悦
雄
「
冷
え
性
の
発
見
」
、
第
三
章
・
酒
井
シ
ヅ

「
頭
痛
の
誕
生
と
腹
痛
の
変
容
」
の
三
章
か
ら
な
り
、
い
ず
れ
も
近
代

以
降
の
日
本
人
の
病
の
感
じ
方
（
疾
病
感
覚
）
の
変
容
を
、
鈴
木
の
場

合
は
主
と
し
て
歴
史
統
計
学
的
手
法
を
用
い
、
白
杉
と
酒
井
は
文
献
に

よ
る
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

第
二
部
は
、
第
四
章
・
眞
島
亜
有
「
「
黄
色
人
種
」
と
い
う
運
命
の

超
克
Ｉ
近
代
日
本
エ
リ
ー
ト
層
の
肌
色
“
を
め
ぐ
る
人
種
的
ジ
レ

ン
マ
の
系
譜
ｌ
」
、
第
五
章
・
鈴
木
則
子
二
女
学
雑
誌
」
に
み
る
明

治
期
「
理
想
佳
人
」
像
を
め
ぐ
っ
て
」
の
二
章
か
ら
な
っ
て
お
り
、
近

代
以
降
に
日
本
の
中
・
上
流
階
級
で
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
容

姿
」
を
特
に
肌
の
色
と
美
容
の
観
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
。

第
三
部
は
、
第
六
章
・
尾
鍋
智
子
「
眼
で
食
べ
る
お
弁
当
」
、
第
七

章
“
山
田
憲
政
「
動
く
襖
進
Ｉ
日
本
の
伝
統
的
空
間
意
識
」
の
二

章
か
ら
な
る
。
前
者
は
弁
当
の
「
い
ろ
ど
り
論
」
の
変
化
か
ら
、
後
者

は
「
動
く
襖
絵
」
を
題
材
と
し
な
が
ら
近
代
日
本
の
遠
近
法
把
握
と
静
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画
の
動
画
化
と
い
う
課
題
に
迫
っ
て
お
り
、
と
も
に
視
覚
の
近
代
化
を

取
り
上
げ
て
い
る
。

第
四
部
は
、
第
八
章
・
西
本
郁
子
「
過
労
死
、
ま
た
は
過
労
史
に
つ

い
て
」
、
第
九
章
・
北
澤
一
利
「
栄
養
ド
リ
ン
ク
と
日
本
人
の
心
」
、
第

一
○
章
・
榑
沼
範
久
「
〈
人
間
化
〉
か
ら
〈
動
物
化
〉
へ
Ｉ
舞
踏
家
・

土
方
巽
の
〈
肉
体
の
反
乱
〉
」
の
三
章
か
ら
な
り
、
労
働
、
栄
養
、
舞
踏

と
肉
体
と
い
う
視
点
か
ら
近
代
化
す
る
社
会
の
断
面
を
穿
鑿
し
て
い
く
。

第
五
部
は
、
第
二
章
・
北
中
淳
子
「
鶴
の
病
」
、
第
一
二
章
・
栗
山

茂
久
「
ス
ト
レ
ス
の
謎
と
刺
激
革
命
」
の
二
章
か
ら
な
り
、
近
代
社
会
に

お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
西
洋
近
代
化
の
問
題
を
俎
上
に
の
せ
て
い
る
。

本
書
が
転
換
期
日
本
社
会
の
近
代
化
過
程
を
身
体
の
「
感
覚
」
の
変

化
と
そ
の
前
時
代
的
残
映
を
「
近
代
医
療
」
「
身
体
美
」
「
視
覚
」
「
身

体
化
」
「
こ
こ
ろ
」
の
五
つ
の
切
片
か
ら
描
出
し
た
試
み
は
斬
新
で
あ

り
、
か
つ
近
代
日
本
医
史
学
に
と
っ
て
も
大
い
に
示
唆
に
富
む
。
こ
れ

は
主
に
編
者
に
よ
る
問
題
設
定
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
こ
の
編
者
ら
が
提
起
し
た
観
点
は
、
一
見
、
思
想
や
認
識
と
い
う

「
上
部
構
造
」
の
変
化
は
、
感
覚
や
体
験
と
い
う
「
下
部
構
造
」
の
変

容
を
抜
き
に
し
て
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
図
ら
ず
も
実
証
し
て
い
る
。

ま
さ
に
「
意
識
が
そ
の
存
在
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
存
在
が
意
識

を
規
定
す
る
」
か
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
の
個
々
の
モ
ノ

グ
ラ
フ
は
そ
の
よ
う
な
陳
腐
な
唯
物
論
的
把
握
を
飛
越
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
に
生
き
た
人
々
の
身
体
に
刻
ま
れ
た
文
化
と
社
会
を
リ
ア
ル

に
照
射
し
て
い
る
。
そ
こ
に
本
書
が
歴
史
的
視
点
に
立
ち
な
が
ら
、
そ

れ
に
と
ど
ま
ら
ず
優
れ
て
今
日
的
な
問
題
意
識
を
も
っ
て
編
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
歴
史
的
検
討
の
成
果
と
し
て
本
書
を
み
た
と
き
、
「
近
代
日

本
」
と
い
う
時
代
の
射
程
や
論
証
に
用
い
ら
れ
て
い
る
史
・
資
料
の
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
な
ど
に
個
々
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
間
で
扱
い
方
に
差
異
が
見

ら
れ
た
点
も
あ
る
。
ま
た
、
「
感
覚
」
の
概
念
の
認
識
次
元
に
お
い
て

も
同
様
の
差
異
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
本
書
の
特
徴
と
み

る
か
、
今
後
の
課
題
と
み
る
か
は
読
者
に
判
断
を
委
ね
た
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
必
読
の
書
で
あ
る
こ
と
は
揺
る
が
な
い
。

（
瀧
澤
利
行
）

〔
胄
弓
社
、
東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町
三
’
三
’
四
、
電
話
○
三
’
三

二
六
五
’
八
五
四
八
、
二
○
○
四
年
八
月
、
四
六
判
、
四
二
六
頁
、
本

体
三
○
○
○
円
〕

標
題
の
本
書
全
四
○
巻
が
本
年
三
月
、
武
田
科
学
振
興
財
団
よ
り

一
冊
本
と
し
て
縮
刷
影
印
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
小
曽
戸
洋
氏
に
よ
る

詳
細
な
書
誌
解
説
と
本
書
の
引
用
書
名
索
引
、
お
よ
び
参
考
と
し
て

「
証
類
本
草
」
引
用
書
名
索
引
も
後
付
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
本
書
に

影
印
さ
れ
た
宋
版
「
備
急
総
効
方
」
の
原
本
は
武
田
科
学
振
興
財
団

杏
雨
書
屋
の
所
蔵
で
あ
る
。

杏
雨
書
屋
を
斯
界
で
知
ら
ぬ
人
は
な
か
ろ
う
が
、
所
蔵
の
古
医
籍

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
編

「
宋
版
備
急
総
効
方
』


